
 

   
《第２学期の終業式～校長講話より～（要点のみ抜粋）》 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２学期の勉強が今日で終わり，いよいよ明日から冬休みです。 
２学期は，８月２６日の暑い日から始まりました。皆さんは，この 
２学期で何が一番印象に残っていますか。私が今から７つの思い出 
に残っていることを提示します。後でこの中から一番印象に残って 
いることに手を挙げてください。 
 
 １つ目：２学期の水泳学習   ２つ目：２学期の勉強 ３つ目：学芸会 
 ４つ目：生活科，社会科見学，校外学習，宿泊学習   ５つ目：持久走大会 
 ６つ目：休み時間に遊んだこと ７つ目：その他（１～６以外） 
 
７つの中で，どれに手を挙げるか決まりましたか。手を挙げるのは１回だけで

す。何人が手を挙げたか，入谷小学校の２学期で一番印象に残ったことを，○○
先生と○○先生に数えてもらいます。 
          

・・・・・結果発表（中略）・・・・・ 
 
私は，１つのことに手を挙げたことに意義があると思います。「振り返る」と 

いうと，だいたい悪かったこと，できなかったことを考えてしまいがちです。 
振り返る時の基本は，「反省はするが後悔はしない」ということです。 
確かに，振り返ってみると，数多くのできなかったことや 

やり始めたものの途中でやめてしまったことなどが頭の中に 
浮かんできます。しかし，最後までできたこともあります。 
その結果として今があると思います。 
 

「このような入谷っ子になってほしいな！」～昨年度も話した私の願い～ 
この後，担任の先生から渡される通信表を見て，自分の評価と比較しながら，

新たな目標を立ててください。 
明日からの冬休みの日数は１５日間です。是非，この冬休みにしてほしいこと

が３つあります。 
それは，お手伝いです。今もお手伝いをしている人は多いと思います。それは

冬休み中も続けてください。それに加えて，冬休みだからこそできる新たなお手
伝いをしてほしいと思います。 
また，冬休みは日本に古くから伝わる行事や遊びにふれる機会があります。 

多くの日本文化の良さを知ってほしいと思います。 
最後に，楽しい冬休みにするためには，一人一人が冬休みの生活のきまりをし

っかり守ることが大切です。事故やけがのない楽しい冬休みを送りましょう。 
そして，令和２年１月８日の３学期始業式には，６６人全員が元気に登校して

くることを楽しみにしています。    
 
 
 
 
 
  

学校教育目標 ：夢に向かって，主体的に学び，心豊かでたくましく生きる児童の育成 

目指す児童像  : 《 －かしこく－ －たくましく－ －やさしく－ 》 

☆いつも まなぼうとする子 ☆りりしく たくましい子  ☆やさしく たすけあう子 

２０１９年１２月２３日 
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TEL ４６－２６５５ 

FAX ４６－２６５４ 

心も体も元気な子どもを育成するために 家族みんなではやね・はやおき・あさごはんを実践しよう!! 

入谷小校長室だより 

文責：校長 髙橋 有 



 
《１２月の職員会議で教職員に提示したことばです！》 

 

 
のことば・・・ 

 
詩「心のスイッチ」     《東井

と う い

 義雄
よ し お

》 
                              
人間の目は ふしぎな目 見ようという心がなかったら 見ていても見えない 
人間の耳は ふしぎな耳 聞こうという心がなかったら 聞いても聞こえない 
 
頭もそうだ はじめからよい頭 わるい頭の区別があるのではないようだ 
「よしやるぞ！」と 心のスイッチが入ると 
頭も すばらしい はたらきを しはじめる 

 
心のスイッチが 人間を つまらなくもし すばらしくもしていく 
電灯のスイッチが 家の中を明るくもし 暗くもするように 

 

東井義雄さん（1912～1991年）は，1932年に姫路師範学校を卒業後，小学校に教師に 

奉職し，多くの著書を残しています。親や教師がいくら一生懸命教えても子供にやる気 

がなければ，本当に力を付けることは難しいと思います。 

子供一人一人は，みんなすばらしい力をもっています。「心のスイッチ」を入れれば， 

もっと伸びていくと，励ましてみてください。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 

「年忘れ」という言葉があります。抱えていたストレス，  

引きずっていたつらさや悲しみを思い切って捨て，身軽に 

なることができたらどんなにいいでしょう。反対に，汗を 

流してがんばった記憶，つらさを自力で乗り越えた思い出， 

楽しかったこと，うれしかったこと，小さいけれど感じた 

確かな進歩，どれも大切だと感じます。 

「年忘れ」の一言ですべてを忘れ去ってしまうのではなく，大切なことを自分

の記憶にしっかりとどめる。そして 1 年を振り返り，新しい年に向けて，決意

や目標を決めることも冬休みに是非，ご家族で話し合ってみてください。 

保護者，地域の皆様には，２学期の教育諸活動に対し，ご理解とご協力を賜

りましたことに感謝申し上げます。子供たちは，明日から冬休み。 

家庭，地域の中での生活が始まります。安全で充実した生活が 

できますように，温かく見守っていただきたいと思います。 

皆様も寒い日が続きますが，健康にご留意されお過ごしください。 

 

 

 


